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12
月
3
日
、
杉
並
区
議
会
第
四
回
定
例
会
本
会
議
に

お
い
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
表
明
に
関
す
る

陳
情
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

11
日
24
日
に
行
な
わ
れ
た
都
市
環
境
委
員
会
で
は
、

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
求
め
る
２
本
の
陳
情
の

審
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
陳
情
は
、
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
杉
並
の
会
」
な
ど
か
ら
提
出
さ
れ
て
お
り
、
党
区

議
団
は
速
や
か
に
陳
情
を
審
査
す
る
こ
と
を
求
め
て
き

ま
し
た
。 

陳
情
の
補
足
説
明
で
は
、
陳
情
者
か
ら
宣
言
の
必
要
性

が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
陳
情
者
の
一
人
は
「
語
学
留
学
し

て
い
た
時
に
、
世
界
各
国
の
生
徒
た
ち
の
環
境
意
識
の
高

さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
、
同
時
に
温
暖
化
や
気
候

変
動
が
ど
れ
ほ
ど
深
刻
な
事
態
か
を
知
っ
た
。
」
と
海
外

で
の
経
験
を
話
し
ま
し
た
。 

 

「
区
民
と
区
が
一

丸
と
な
っ
て
温
暖
化

対
策
を
推
し
進
め
る

た
め
に
も
、
宣
言
は

必
要
不
可
欠
だ
と
考

え
ま
す
。」
と
補
足
説

明
し
ま
し
た
。 

も
う
一
人
の
陳
情

者
は
「
気
候
変
動
の

問
題
を
知
っ
て
か
ら

日
常
は
一
変
し
た
」

と
指
摘
。 

ゼロカーボンシティ表明の状況（環境省ＨＰより） 

 

党
区
議
団
は
、
日
本
共
産
党
の
政
策
「
気
候
危
機
を
打

開
す
る
２
０
３
０
戦
略
」
の
立
場
で
、
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ゼ
ロ
に
向
け
て
自
治
体
が
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
陳
情
者
の
思
い
に
大
い
に
賛
同
す

る
こ
と
を
意
見
と
し
て
述
べ
、
採
択
を
主
張
し
ま
し
た
。 

杉
並
区
が
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
実
質
排
出
量
ゼ

ロ
に
取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
た
地
方
公
共
団
体
に
名

前
を
連
ね
た
こ
と
は
重
要
な
前
進
で
す
。 

■自治体の「ゼロカーボンシティ宣言」 
 

国は、２０５０年までに二酸化炭素の排出

を実質ゼロにする（ＣＯ２などの温室効果ガ

スの人為的な発生源による排出量と、森林等

の吸収源による除去量との間の均衡を達成す

ること）ことを宣言しました。 

ゼロカーボンシティ宣言とは、地方公共団

体における脱炭素化の取り組みの一環で、現

在４０都道府県、２８７市、１２特別区、１

４０町村が表明しています。 

※都内では下記の通りです。 
 

都内のゼロカーボンシティ宣言自治体 
 

葛飾、世田谷、豊島、足立、港、中央、新宿、

荒川、北、江東、墨田、中野、杉並、千代田

（１４区）多摩、武蔵野、調布、国立、狛江、

府中（６市）利島（１村） 

脱
プ
ラ
や
ゴ
ミ
拾
い
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
「
や
れ
ば
や
る
程
、
こ
れ
で
は
全
く
間
に
合
わ
な
い
、

と
焦
り
ば
か
り
が
募
り
ま
し
た
。
」
と
陳
情
の
活
動
を
始

め
た
こ
と
を
紹
介
。
「
ど
う
し
て
も
明
る
い
未
来
を
子
ど

も
た
ち
に
残
し
て
い
き
た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
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12
月
3
日
、
杉
並
区
議
会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
杉
並
区
議
会
基
本
条
例
（
素
案
）

の
協
議
を
行
な
い
ま
し
た
。 

杉
並
区
議
会
基
本
条
例
は
、
議
会
に
お
け
る
責
任
と
役
割
を
明
確
化
し
、
意
思
決
定
過
程
の

透
明
化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
全
会
派
参
画
の
も
と
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
左
記

の
内
容
を
踏
ま
え
た
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

２
０
２
２
年
1
月
1
日
～
1
月
31
日
の
期
間
で
区
民
意
見
の
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

この間も指摘している通り、

杉並区議会では陳情審査率が

低いことが重大な問題になっ

ており、区民の陳情が審査され

ず「塩漬け」にされている実態

があります。陳情審査は、各委

員会委員長の判断によるため、

審査に後ろ向きの委員長の場

合は、委員長任期の間に一度も

陳情を審査しないこともあり

ます。議員任期終了までに結論

の出なかった陳情は、審議未了

で廃案となります。 

住民の切実な陳情を適切に

審査するためにも、議会基本条

例で請願・陳情の位置付けを明

確化することが重要です。 

議会基本条例策定に向けたスケジュール 
■１月１日～１月３１日 区民意見の募集（パブリックコメント実施） 

■２月 パブリックコメントの集約・修正の検討 

■３月 パブリックコメントの結果公表 条例案確定 

第一回定例会本会議議案提出 → 採決 

■４月 議会基本条例施行 

■杉並区議会基本条例の目的と概要 
 

杉並区議会は、区民により選ばれた複数の杉並区議会議員で構成

する議事機関であり、同じく選挙で選ばれた単独の執行機関である

杉並区長との両者により、二元代表制を構成しています。二元代表

制のもと、杉並区議会は執行機関（杉並区長）との緊張感ある関係

を保持し、独立した区の最高意思決定機関として議論を通じて区政

運営について決定を行なう必要があります。 

また、杉並区議会は、区民福祉の増進と住民自治及び団体自治の

実現を適切に図り、区民の負託に応えるために、執行機関に対し、

政策立案と提言及び監視や評価を行なう必要があります。 

 さらに、開かれた議事機関として情報の公開を推進し、自由かつ

活発な討議を通して、多様な区民及び議員の意見を尊重し、意思決

定の過程の透明化を図る必要があります。 

 上記の議会における役割と責任を明確化することを目的として、

条例制定に向けた検討を進めています。 

第３章（上記）では、区民と議会の役

割を明確化しており、１１条では、住

民の請願・陳情や陳情者の補足説明が

明確に示されている。 

 

 
 住民の声が議会を動かす！ 

 

 ゼロカーボンシティに関する陳情は、住民の声が議会を動かした

典型例となりました。本来、杉並区議会は、住民の声を積極的に取

り上げ、議会としての意思決定に基づき、執行機関（杉並区長）と

対峙していく必要があります。区長与党・野党を問わず、緊張感あ

る関係を保持していくことが二元代表制の役割です。議会基本条例

の制定により、区長追随の区議会が転換されることが重要です。 


